
  

 

＜ 学校関係者のみなさまへ ＞ 

 

防災のための広葉樹植樹 

～ いのちを守り、いのちを学ぶ「ふるさとの森づくり」 ～ 

 

 

  

 

 

 

 

 

事業のねらい 

 

 かつて、日本列島は土地本来の木、自然の森で覆われていました。しかし、都市化や防犯上の観点から

多くの木が伐採され、代わりに生活スペースをコンクリート壁で囲み、今では土地本来の森を見ることは

少なくなりました。 

土地本来のいわゆる潜在自然植生と呼ばれる樹は、日本の場合は大半が広葉樹で、葉が厚く水分を多く

含んでおり、阪神大震災発生後、火防木の機能を果たし、人々のいのちを救ったことから、土地本来の木

は災害に強いことが注目されました。 

そこで日本財団では防災のための広葉樹の植樹を推進しています。万が一の災害時のために、避難場所

に指定されていることの多い学校において、防災効果を高めるために、周りを囲むように植樹をすること

が望ましいと言えます。子どもたちと一緒にどんぐりを拾い、ポット苗を育てて植樹をすることで、生き

た環境教育の場ともなります。 

 

１．どのような木を植えるの？ 

国際生態学センター所長の宮脇昭氏と（特）国際ふるさとの森づくり協会の協力により 

コンサルティングを受けていただき、土地本来の木（シイ、タブ、カシ等）を 30種程度混植します。 

２．うちの学校には、木を植える幅はなさそうなのだけれど、無理ですか。 

幅は 2メートル程度あれば十分です。幅よりも、学校を囲うように植樹をすることがポイントです。 

３．植樹をする時期は、いつでも良いの？ 

 植樹に最適な時期は春、もしくは秋とされています。 

４．植樹計画は学校が行うの？ 

 植樹案を立てた上で、希望を伺います。 

５．自己負担金はあるの？ 

 自己負担金はありません。経費の 100％を助成します。 

 ６．数年に分けて多くの生徒に経験させたい！ 

 近隣のドングリを拾ってポット苗をつくりながら、3年程度かけて計画することもできます。  

                                          

 

 

 

                               

 

詳しく教えて！ 



 

                           

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

わたしたちも植樹しました！～横浜市立汲沢中学校～ 

植樹祭を目の前にして、全校生徒 650 人が体育館に集

まって、宮脇氏の講演を聞きました。 

「植物は、厳しい環境の中でがまんして生きている」

「街の中の本物の森は、私たちの命を守ってくれる」 

植樹することの必要性について、1時間、熱く語って

くださいました。 

あらかじめ調査された植樹計画案に基づいて、この

日用意されたのは３０種の樹種、１，２３０本。 

アラカシ、シラカシ、ブナなどが並んでいます。 

両手には必ず違う樹種を持って植えるというのが約

束です。 

２００９年１１月２０日 植樹祭当日。 

すっきりと晴れた大空の下。 

生徒や地域住民約１００人が集まりました。 

開始前の３０分程度を使って、美化委員会の生徒が

ポット苗の扱い方、藁の敷き方等の手法を習いまし

た。彼らが中心となって、どんどん植えていきます。 

◆お問い合わせ先◆ 

日本財団 公益・ボランティア支援グループ  

公益チーム 『防災のための植樹』担当係 TEL：03-6229-5161 FAX：03-6229-5160 

 

作業は約１時間で終了しました。６年後には５メ

ートル、１２年後には１０メートル程度にまで成

長する見込みです。 

当日の様子は日本財団ブログマガジンでも紹介さ

れました。 

 


